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経営方針

変わらぬ経営の軸 ステークホルダーへの責任

私たちJSRグループは、意思決定と活動のフレームワークを構築し、個々人の判断の拠り所となるべく
基準として経営方針を定めています。
持続的成長を続けるための普遍的な経営方針としての「変わらぬ経営の軸」と
社会の一員としての責任を表した「ステークホルダーへの責任」という2つの軸により構成されています。

● 絶え間ない事業創造　　
● 企業風土の進化　　
● 企業価値の増大

● 顧客・取引先への責任

● 従業員への責任

● 社会への責任

● 株主への責任

JSRグループの全顧客・取引先に対する
責任です。

JSRグループ全社員に対する責任です。

我々が生活し、働いている地域社会、
更には全世界の人間社会に対する責任です。

株主全体に対する責任です。

目次

Materials Innovation
マテリアルを通じて価値を創造し、

人間社会（人・社会・環境）に貢献します。
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企業理念実践の軌跡
JSRは、リーディングテクノロジーカンパニーとして、時代の変化とニーズに対応し、社会へインパクトを示しながら事業ポートフォリオを最適化してきました。

たとえば、自動車の普及に たとえば、電子機器の拡大に たとえば、液晶テレビの全盛期に たとえば、バイオ医薬品開発で

40億円
505億円

1,657億円 1,820億円
3,382億円 4,089億円

2022年4月事業譲渡完了

検査・診断用試薬（IVD）
バイオプロセス材料（BPM）

CDMO CRO

耐熱透明樹脂

フォトレジスト

耐熱透明フィルムコーティング材

NIR（近赤外線）カットフィルタ

配向膜・保護膜 着色レジスト 感光性スペーサー

めっき用厚膜
フォトレジスト

CMP/ 洗浄剤

KrF EUV

感光性絶縁材料（WPR）

ArF（ドライ） ArF（液浸）

めっき用材料PLATZON® きしみ音対策材HUSHLLOY® 高発色性材料VIVILLOY®

事業を通じた社会への貢献（インパクト）

1960年に合成ゴムの国産化を実現
し、モータリゼーションの発展に寄与。
また、内装材に合成樹脂が採用され、
自動車の快適性にも貢献しています。

半導体製造に使用されるフォトレジス
トによって、半導体チップの微細化を実
現。高性能な電子機器開発が可能と
なり、IT産業の発展に貢献しています。

培ってきた高分子技術を活かし、液晶
ディスプレイの高輝度、高精彩に貢献
する豊富なラインナップを開発。薄型
テレビの普及に貢献しました。

材料、診断薬、創薬支援サービスなど
により一貫したサポート体制を確立。
バイオ医薬品開発の課題解決に貢献
しています。

事業ポートフォリオの変化（円の大きさは売上高のイメージ） ■ エラストマー　■ 合成樹脂　■ デジタルソリューション　■ 合成樹脂＆デジタルソリューション　■ ライフサイエンス　■ その他

1960 年度 1970 年度 1980 年度 1995 年度 2005 年度 2022 年度

g/i線

合成樹脂事業

半導体材料

デジタルソリューション事業

ライフサイエンス事業

ディスプレイ材料

エッジコンピューティング関連

エラストマー事業



At a Glance

41.5%

2023年度
売上収益

1,681億円
事業別ポートフォリオ

32.1%

2023年度
売上収益

事業別ポートフォリオ

22.9%

2023年度
売上収益

事業別ポートフォリオ

デジタルソリューション事業

CDMO事業（バイオ医薬品の開発・製造受託）とCRO事業（医薬品の開発受託）を提供する「創薬
支援サービス」や、より高度な疾病診断および予防診断に貢献する診断試薬材料、抗体医薬品精製
用担体などのバイオプロセス材料など、最新の技術を活用した材料やサービスを提供しています。

バイオプロセス材料、診断・研究試薬材料
タンパク質や細胞といった生体材料の単離・精製、個別化医療
の鍵となる疾患診断のための体外診断試薬材料。バイオ医薬品
の製造プロセスの最適化に貢献する材料。

創薬支援サービス
創薬から製造までの一貫した支援体制をグローバル展開し、
医薬品の開発成功確率向上や開発期間短縮を実現。

がん領域の創薬支援で健康寿命に貢献

半導体材料事業

エッジコンピューティング事業

半導体製造工程を支えるリソグラフィー材料（フォトレジスト、多層材料）やCMP※材料、洗浄剤、デ
バイスのパッケージに使われる先端実装材料など多様なラインアップを有し、世界の半導体メー
カーのニーズに応えています。

ICTやAIなどによる技術革新やモバイルなどのデバイス進化に対応した材料を提供しています。

スマートフォン、液晶テレビなどの液晶ディスプレイパネルに使用される配向膜や絶縁膜、有機EL
ディスプレイ向けの絶縁膜や平坦化膜など、高画質化・軽量化・低消費電力化といったニーズに応
じた材料を提供しています。

ディスプレイ材料事業

リソグラフィー材料
半導体製造工程の基板上の電子素子や回路の微細加工に使用
され、半導体チップの高性能化・小型化に貢献する感光性材料。

LCD材料
液晶ディスプレイに使用され、高画質・低消費電力を実現する
材料。

耐熱透明樹脂ARTON®

優れた光学特性、寸法安定性、耐熱性を有する透明な樹脂。
ディスプレイの光学補正やカメラに搭載され自然な色の写真
撮像を可能にする。

世界トップクラスの製品で豊かなデジタル技術を実現

自動車部品、家庭電化製品、建材などに使用されるABS樹脂製品を中心に、自動車のきしみ音対策
材、無塗装高発色性材料やめっき用材料などを扱っています。多様なニーズに柔軟に対応する技術
力により、複数の特性を組み合わせたユニークな製品の開発と部品設計に取り組み、世界中のユー
ザーに高品質・高付加価値の安定した製品を提供します。

ABS系樹脂
高い実用耐性、耐衝撃性、加工性、耐候性を備えた、自動車・建
材部品などに用いる耐熱・耐候性グレードを提供。

きしみ音対策材HUSHLLOY®
部品が擦れ合うことで発生する不快なきしみ音を防ぎ、きしみ
音対策の効果の永続と部品コストの削減に貢献。

※ 化学的機械的平坦化

ひとの五感に寄り添う、高品位高機能ABS樹脂を提供

ライフサイエンス事業

合成樹脂事業

1,297億円

928億円
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代表取締役CEO

エリック ジョンソン

社会価値およびステークホルダー
価値向上に向けて

当社は、「技術」と「顧客に対するコミットメント」という価値観を持ち、半導体、ディ

スプレイ、バイオ医薬品、自動車など重要な産業分野において技術的な強みを発揮

し、顧客からの信頼を得ているテクノロジーカンパニーです。

2023年度から24年度にかけては、グローバルでの競争力を持つ企業になるべく、

次の段階に進むための大きな変革にチャレンジしています。

2024年4月16日には、戦略的パートナーであるJICキャピタル株式会社（以下

「JICC」）による当社の発行済株式等に対する公開買付けが終了し、当社は同年6月

25日をもって上場廃止となりました。これにより、ビジネスと社会の最も差し迫った

ニーズにより注力し、課題解決能力の強化と新たな機会をスピーディに受け入れる体

制を整え、更なる成長に向けた大きな一歩を踏み出しました。

JICCとの戦略的パートナーシップ

C E O  M E S S A G E
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2023年度はビジネス環境において、国際情勢の緊張に伴う資源価格の高騰や

各国の金利政策を受けた為替影響など、世界経済の先行き不透明感が継続する非

常に厳しい一年となり、当社においても厳しい環境となりました。

一方で、対面市場であるバイオ医薬品市場とエレクトロニクス市場の長期的な見

通しは依然として強く、回復の兆しが見られます。当社グループは持続性と強靭性

（レジリエンス）を重ね持った企業体となるために厳しい状況の中でも事業構造及

び経営体制の強化を進め、積極的な研究開発および投資を実行し、事業を推し進

めてきました。

当社は半導体、ディスプレイ、バイオ医薬品、自動車など、日常生活のさまざまな

場面で触れている多様な製品に、目に見えない形で関わっています。日に日に高度

化していく製品やサービスは数多くの技術や人々の協同によって成り立っていま

す。当社は高い技術を磨き、持続的な社会の発展に必要不可欠な先進的な素材、

およびソリューションを提供し続けることで、最先端の製品やサービスを生み出す

過程を支えることによって社会に貢献しています。

当社は優れたテクノロジーで社会に貢献する企業です。当社には高い壁を乗り

越えるために挑戦することを恐れない文化があり、挑戦によってテクノロジーの卓

越性を保持し、事業を成長させてきました。その最大級の挑戦が、JICCとの戦略

的パートナーシップ構築による株式非公開化という決断でした。

特にコア事業である半導体材料事業では、非上場化により、大胆かつ中長期的

な戦略投資、構造改革や業界再編を機動的に推進することが可能となりました。

現在、半導体は経済安全保障推進法における特定重要物資に指定され、技術開発・

設計・製造基盤の確立を目指すことが日本政府の骨太の方針等で謳われていま

す。次世代技術開発競争の激化に伴い、海外の半導体材料メーカーにおいては、

大型の合併・買収を通じた事業規模拡大による競争力強化の動きが活発です。一

方でここ日本においては、国内にも有望なメーカーは多数存在するものの、合併・

買収が進んでいないという課題があります。日本の半導体材料業界において国際

競争力を強化するには、業界再編を志向した戦略的打ち手が必要です。当社は、

日本の半導体材料セクターにおけるポジションを強化し、国内の業界再編におい

て主導的な役割を担うカタリスト（触媒）となり、社会に価値を提供していきたいと

考えています。

2024年8月には半導体用高純度化学薬品の製造販売を行うヤマナカヒューテッ

ク株式会社（以下「YHC」）の全株式を取得し、完全子会社とする手続きを完了しま

ノロジー・リーダーとして、また優れた

企業市民として信頼に値する存在で

あることを、お示ししてまいりたいと

存じます。

ゲージメント調査結果と先々の会社の変化を踏まえ、「成長の機会」「戦略の浸透」

という2つのグローバルアクションを設定しました。

成長の機会に関しては、グローバルテーマとしてリーダー層の育成や、イノベー

ション創出に向けた多様性の確保に向けて、国・事業を超えたコラボレーションを

実施し、リーダーの育成と多様性の確保に努めます。

戦略の浸透に関しては、グローバルに経営層からの情報配信ができる体制・インフ

ラ構築を進め情報共有の拡充に努め、今後、JSRがグローバル企業としてどのように

活動していくかを明確にして従業員に共有してまいります。

環境課題への取り組みとしては、化学物質を取り扱う企業として、持続可能な

地球環境や社会の実現に貢献することが私たちの務めと認識しています。具体

的な目標としてはグループ全体を通して2030年のGHG（Greenhouse Gas：

温室効果ガス）排出量を2020年度比30％の削減を中間目標とし、2050年には

GHG排出「ネットゼロ」を目標としています。

投資家の皆様には、長きにわたりご支援をいただき、改めて感謝を申し上げます。

JSRグループは更なる成長に向けた大きな一歩を踏み出しました。今後は戦略

的パートナーであるJICCとともに、大胆かつ中長期的な戦略投資、構造改革や業

界再編を機動的に推進し、更なる企業価値向上に取り組んでまいります。

また、当社の各種取り組みを通じて、これまで以上につながりを深め、JSRがテク

した。半導体デバイスの進化は、リソグラフィー技術発展による微細化と、デバイ

ス構造革新により実現されています。YHCは、1960年の創業以来約60年にわた

り、高度な分子設計・合成技術・品質管理体制を基盤として高品質な半導体用

CVD/ALD用プリカーサーを最先端半導体デバイス顧客に安定供給してきた実績

を有しており、特に特定ALD用成膜材料にて、高い競争力を有しています。

当社グループはこれまで、フォトレジストをはじめとした微細化のための技術や、

半導体製造の実装工程における技術の革新に注力してまいりましたが、YHCをグ

ループに迎え入れることで、「微細化」「実装工程における技術革新」のみならず「デ

バイス構造革新」へのソリューションを提供することが可能になります。今回の株式

取得を通じて、当社のフォトレジストを中心とした製品ポートフォリオにYHCの保有

する半導体用CVD/ALD用プリカーサーを加え、半導体材料のグローバルサプラ

イヤーとしてさらなる顧客価値の提供を目指します。

もう一つのコア事業であるライフサイエンス事業においては、対面市場であるバ

イオ医薬品業界の中長期的な成長を見据えています。当社グループは、CDMO

（医薬品の開発・製造受託）、CRO（医薬品の開発受託）、IVD（体外診断用医薬品）、

BPM（バイオプロセス材料）で、診断から医薬品製造までの一貫したプロセス支援

体制を構築しており、ユニークな技術サービスで市場ポジションを獲得しています。

2023年度は、バイオテック関連業界における環境悪化やコロラド工場の大規模修

繕による稼働停止、COVID-19 環境下で資材調達リスクが高まった時期の過剰在

庫などの要因から、厳しい業績となりましたが、オペレーションの見直しや強靭な体

制をつくるための構造改革を進めてまいります。また、既存の技術を伸ばしていく

事業支援開発だけではなく、JSR・慶應義塾大学 医学化学イノベーションセンター

（JKiC）やJSR Bioscience and informatics R&D center (JSR BiRD)といった

次世代技術研究も推進し、JSRグループ全体のシナジーを発揮した力強い事業拡

大を進めてまいります。

サステナビリティは当社が成長し続けるために不可欠な要素です。当社は事業

の卓越性を保持し社会に貢献し続けるため、サステナブルな経営を推進し、ESG戦

略を実行しています。中でも、インフラ、従業員エンゲージメントの強化、気候・環

境関連課題の解決という3点に注力しており、温室効果ガスの排出による気候変動

などの重要な環境課題にも取り組んでいます。

特に従業員エンゲージメントに関しては、2023年度のグローバル従業員エン

ステークホルダーの皆様へ

Representative Director, CEO, President
Eric Johnson
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サステナビリティ推進の方向性

JSRグループの事業戦略と
サステナビリティ戦略を一体のものとして推進し、
さらなる価値創造につなげていきます

　JSRグループは、サステナビリティを「企業活動を通じて

価値創造することで社会に貢献する」ことと定義し、多様

性を尊重しながらグループ全体でサステナビリティを推進

することを、企業価値向上に向けた重要な戦略の一つと

位置付けています。

　サステナビリティへの取り組みの推進にあたっては、

2021年度に、企業理念や経営方針をベースに、社会・自

然環境、製品市場、技術動向、ステークホルダーの関心な

どを総合的に勘案してマテリアリティを特定しました。経

営基盤における5つのマテリアリティに関するKPIの中で

は、特に二つの項目を重視しています。一つ目は、サステ

ナビリティ活動を推進する主体である従業員のエンゲー

ジメント向上、そして、そのベースとなるダイバーシティ、

エクイティ＆インクルージョン（DE＆I）の推進です。二つ目

は、世界中で非常に大きな影響を与えている気候変動へ

の対応、すなわち環境負荷の低減です。また、今後に向け

ては、事業機会につながるサステナビリティへの取り組み

も一層、推進していきます。

　2023年度のKPIは順調に進捗しました。進捗確認の中

で得られた情報を分析したところ、事業ごとの特性に着目

することの必要性やグローバルでの取り組みが有効な項

目、地域特性を踏まえた取り組みが有効な項目などが明

確となり、今後のKPIの見直しに反映することとなっていま

す。いずれのKPIについても達成することだけが目標では

なく、達成に向けた取り組みを通じて、各部門における活

動にサステナビリティの視点をしっかり組み込んでいくこ

とが重要であり、引き続き、関連部門やグループ会社など

と相互に密なコミュニケーションを取っていきます。

　また、外部からの多様な知見を積極的に取り入れていま

す。当社のサステナビリティ推進担当役員は、取締役会で

のサステナビリティ推進に関する様々な議論に参画し、社

外取締役の独立した立場からの有益なアドバイスを受け

ています。また、この数年はコロナ禍で社外との交流が限

られていましたが、2022年度後半からは他社とのネット

ワーキングや、専門家を招いての講演会などを実施して

います。今後もこれらの取り組みを継続し、グループ内へ

の有益な情報発信につなげます。

　ステークホルダーの皆様の期待に応えるためにも、全

従業員がサステナビリティの視点を意識して自己の業務

に取り組んでいるという状態を目指し、後押しをしていき

ます。
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https://www.jsr.co.jp/sustainability/management/management.shtml


https://www.jsr.co.jp/sustainability/society/human_resources.shtml


https://www.jsr.co.jp/sustainability/society/human_resources.shtml


https://www.jsr.co.jp/sustainability/society/diversity.shtml


https://www.jsr.co.jp/sustainability/environment/reduction.shtml


https://www.jsr.co.jp/sustainability/environment/co2.shtml


https://www.jsr.co.jp/sustainability/environment/reduction.shtml


https://www.jsr.co.jp/sustainability/environment/tcfd.shtml


https://www.jsr.co.jp/sustainability/environment/reduction.shtml
https://www.jsr.co.jp/sustainability/environment/reduction.shtml


https://www.jsr.co.jp/sustainability/society/security_safety.shtml


https://www.jsr.co.jp/sustainability/society/human_rights.shtml


https://www.jsr.co.jp/sustainability/society/supplychain.shtml


https://www.jsr.co.jp/company/governance.html
https://www.jsr.co.jp/company/governance.html


https://www.jsr.co.jp/company/governance.html








https://www.jsr.co.jp/company/officer.html


https://www.jsr.co.jp/sustainability/governance/compliance.shtml




https://www.jsr.co.jp/sustainability/governance/riskmanagement.shtml
https://www.jsr.co.jp/company/assets/pdf/20230704_CG_JP.pdf


https://www.jsr.co.jp/sustainability/stakeholder/index.shtml
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https://ssl4.eir-parts.net/doc/4185/ir_material/232671/00.pdf










¥         29,846

28,425

△785

3,047

△87

7,801

△3,429

2,274

△4,761

△5,895

△563

474

349

△3,420

–

△24,005

29,270

¥         △124

33,514

△1,226

6,352

△94

2,191

–

△5,501

20,994

8,117

△1,934

354

907

△6,416

7,570

△4,705

59,998

営業活動によるキャッシュ・フロー
　税引前利益（△損失）
　減価償却費及び償却費
　受取利息及び受取配当金
　支払利息
　持分法による投資損益
　減損損失
　段階取得に係る差損益（△は益）
　営業債権及びその他の債権の増減額
　棚卸資産の増減額
　営業債務及びその他の債務の増減額
　その他
　配当金の受取額
　利息の受取額
　利息の支払額
　法人所得税の還付額
　法人所得税の支払額
　営業活動によるキャッシュ・フロー

△1,211

△31,202

2,445

△1,745

1,124

△23,116

51,160

△1,792

16

274

¥        △4,047

△1,975

△41,043

878

△1,623

357

–

–

△30

21

△714

¥    △40,181

投資活動によるキャッシュ・フロー
　定期預金の純増減額
　有形固定資産等の取得による支出
　有形固定資産等の売却による収入
　投資の取得による支出
　投資の売却による収入
　連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出
　連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入
　貸付金の貸し付けによる支出
　貸付金の回収による収入
　その他
　投資活動によるキャッシュ・フロー

¥      △13,183

9,995

△9,543

26,768

24,872

△30,137

△14,791

△781

△4,922

△3,744

262

△15,203

628

10,648

45,567

16,424

¥         72,639

¥           1,154

19,990

△6,334

234

–

△6

△7,271

△410

–

△4,112

183

3,428

4,761

28,007

72,639

–

¥       100,645

財務活動によるキャッシュ・フロー
　短期借入金の純増減額
　コマーシャル・ペーパーの純増減額
　長期借入金の返済による支出
　長期借入金の借入れによる収入
　社債の発行による収入
　自己株式の取得による支出
　配当金の支払額
　非支配持分への配当金の支払額
　連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による支出
　リース負債の返済による支出
　その他
　財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物に係る為替換算差額の影響額
現金及び現金同等物の増減額
現金及び現金同等物の期首残高
売却目的保有に分類される処分グループに係る
資産に含まれる現金及び現金同等物の増減額
現金及び現金同等物の当期末残高

（単位：百万円）

前連結会計年度
（自　2022年4月  1日
至　2023年3月31日）

当連結会計年度
（自　2023年4月  1日
至　2024年3月31日）

前連結会計年度
（自　2022年4月  1日
至　2023年3月31日）

当連結会計年度
（自　2023年4月  1日
至　2024年3月31日）

（単位：百万円）
連結キャッシュ・フロー計算書
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